CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ〈業務用> 


取扱説明書 


gu エフエフピ- エイ 

I 飞 FFP -1809 A 



日 一 

お u ^ l ' う 

このたびは、コ□ナ5ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 警告 

(§) 

給 M 会す 1 品か 

•皿 

留 

1試 f な商剖 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 

r ノノ 7/^1 

f 也 

KEROSENE ONLY 



□ 特に注意しでいたださたいこと 

(安をのために必すお守りください)1〜3 


* なミ由の廃棄についで 3 

且使用する場所-3 

且各部のなまえ-4~5 

•列観図.構造図 4〜5 

•操た部.表示部 5 

□ 使用前の準備"^^^- =-6-8 

•燃料-6 

• 給;'由-7 

• 点义前の準備とお認—- ^—8 

且使用ちま-9〜12 

•点义-9 

• 至温の調節 9 

• 風向調節 — - — 10 

•消义-… 

• タイマーの使用ちま- 10-12 

回安き装置-12 

田その他の装置 - 13 

□ 日常の点検-ま入れ - -一一13〜16 

巧定期点快 一 ----- —— 16 

EQ 故障•異常の見分け方と処置方法 17〜18 
田部品交換のしかた一^ —18 

旧 保管（長期間使用しない場合）-18 

旧 仕様- 19-20 

旧アフターサービス-20 

旧 据巧け-移設 - - 21-22 


^株ぶ含な30^ 

































































































温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください。 
衣類、紙などでふさぐと、义災の 
原因になります。 



給排気筒(管•ホース)外れち険 


給が気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使巧しないでください。 
外れでいると運転中にがガスび 
室のに漏れで、危険です。 

巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

衣類び落下しで义びつき、义災 
の原因になります。 




カソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使巧 
しないでください。义災の原因になります。 


(§) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちの 
ををブけないでください。 

义災び発ちするおそれびあ 
ります。可燃物との離隔距 
離についでは、標華据巧図 
([^21 ぺージ)を参照しでください 



給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トツプには、虫よけのため ^ 

のを網などは巧けないでください。 

給が気の巧げになり、異常燃焼を 
起こしがガスび室のに漏れる巧能 
性びあり危険です。 



スプレー吿厳禁 


fW 〇 



スプレーちや力じットこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で击の圧力び上がり、爆発しで危険です。 

ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客様ご白身による工事は危険 
です。 

据巧け工事は販売店や専門業者 
にごの頼ください。（ストーブ 
を移設させる場含を同じです。） 


定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検•整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。 

点検-整備はお買い巧めの販売店 
や資格者のいる店に依頼しでください。 




么ま意 (CAUTION) 


面]特にま意にいただまたいこと度をのためにおず約りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 


の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本でをお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った巧り扳い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ可能 
性または乂災の巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取りキ及い 
をすると、人が傷害を負ラ巧能性や枚) 
的損害の発ちが想定される内客を示し 
でいます。 


A 

(§) 

€ 


絵表示の例 

記号はま意を促す巧客があることを告げるちのです。 
図の中に具体的なま意巧客 （ 左図の場含は一般的なま 
意)が描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止巧客 （ 左図の場含はガソ 
リン禁止)び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示巧客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示)び描かれでいます。 
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指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けびや义災の原因になります。 


油漏れ確認 

ミ由タンク-コ''ム製送ミ由管- 
接合部および機器などから 
のな';由漏れびないことを 
確認の上ご使巧ください。 
ロミ由び漏れでいると义災の 
おそれびあります。 


0 



電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり（および 
を属物)を除去しでください。（ほこりが'たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）义災の原因になります。 


〇 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。また、水び内部に入る 
と、感電、义災、故障の原因になります。 


0 


I 特にお寺様やお年奇り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人び十分ミち意しでくださし、 

I 巧類などを乾燥した場合、素材によっては色あせすること 
びあります。 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
ブ本体やお排気筒には床暖房届の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

火災や排ガスび室のに漏れる原因となり危険です 


0 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧 
しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運転スイッチを「停止 J 
にしでください。 



0 




高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹 
化□、お排気筒トップにまなど 
ふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 


>小さいお寺様のいるご家庭では、特にを意しでください。 


長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 



長斯間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 

電源の接続 


€ 

0 


>電源は適正配線された単相100 V のコンじント 
な外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

>電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


な油の保管 


な;'由は、义気、雨が、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


〇 


据付け上のま意 


〇 


♦お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い巧めの 
販売店に依頼しでください。 

参ス I -ーブおよび給が気筒の据付けについでは义災予防 
条例、6ミ由燃焼機器の設置昼華による規制びありますの 
で、これに従つでお付けでください。 

参ストーフ'の固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 


変質な油禁止 

変質な;由（持ち越したな;'由)、不純な;'由（な;'由 lai 外 
の;'由’水‘ごみび'混入した灯ミ由など）を使田しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


么ミ主意 (CAUTION) 


廃棄するとさのま意 

ストーブを廃棄処分するときは、定ミ由面器の 
な';由を巧き取ってください。 （1:^15 ページ） 
な;'由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わめ事故になるおそれびあります。 


〇 


温風 I し直接あた!3ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

イま温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 



0 
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么ま意 (CAUTION) 

な分解修理の禁止 



故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 
お買い巧めの販売店に修理 
をめ頼しでください。 



高温部(やけど)にま意 

燃焼中や消义直後は、高温部（ブリルの周巧など）、排気筒（煙突、排気筒トップ、おが気筒トップ）に 
まなどふれないでください。やけどのおそれびあります。 


A 


お願し、 ( NOTICE ) 思志 廃 5 ? 分は、ロミ由をぉ買い巧めになった販売店に 

の巧 \ , ご相談くださし、。 


0使用する場所 


ま全に使用ずるために 


>マントルピースなどには据付けないでください。 



0 


>標高び1500 m な上の場所では使巧しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 
標高500 m 〜1 500 m で使巧する場合は調整び必要です。 
(詳しくは、工事説明書の（高地で使巧の場合）をご覧くだ 
さし、。） 



0 


>温室、飼胃室、乾燥室などでは絶対に使巧しないで < ださい。 



0 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びス I ''ーブで 
暖められ、温風としでな流しますので効果的です。 


温風の循環を巧げない 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

♦障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体 
の温度び上昇しで危険です。 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 
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回各部のなまえ 


C 外観図） 
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操作部） 


デジタル表示部- 

■現を時刻表示 
タイ7—它ット時刻表示 


才ートルーパーランプ 

(缺10ぺージ） 


切換スイッチ 

( C ^ IO ’11 ぺージ） 


時計合せ 
時計 ■ 
タイ7-合せ 


時計/ 


i 


~ S2 

才ートルーバ- 


デジタル表示部 

■室温表示 一 
設定温度表示 


プラス1日ランプ— 

(煩 =11. 12ぺ-ジ） 

タイマーランプ 

([^11.12 ぺ-ジ） 


タイマー 


$ 


AM 

PM 


BB : BB 


(時)時計調節(分） 


( __ 1 

1 __ ) 

i m 1 4 

P_J 











(時)含せ 


才ートルーノトボタン 

(缺10ぺージ） 


イマー運串； 


プラス2曰ランプ 

(厮11.12ぺージ） 


温度 


燃焼ランプ 

(屬=9〜12ぺ-ジ） 


運転ランプ 

(屬=9〜12ぺ-ジ） 


運転/停. 


虹+1日凹 

+2 B &^ 

予約 プラス 


(分)台せ 


8塑' 


I 低高 ► 




予約ボタン 

(厮11.12ぺージ） 


運転だ白 

燃焼& 


( S ) 


時計調節ボタン 

(屈==10〜12ぺ-ジ） 


温度調節ボタン 

(原9ぺージ） 


-運転スイッチ 

(屈=9〜12ぺ-ジ） 


プラスボタン 

(厮11.12ぺージ） 

































































































































































































固使用前の準備 

燃料は必す灯油 （ J 旧1号灯油）を使巧しでください。 

参 I A 警告 I ガソリンなどの擇発性の高いミ由は絶対に使巧しないでください。 

乂災の原因になります。 

参 I 么ま意 I 変質なミ由、不純な'庙などは絶対に使巧しないで<ださい。 

• I A ま意 I な'庙は必ず义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管して 
ください。 

ガソ I 」ンなどと一緒に保管しないでください。 

誤つで使用すると異常燃焼や义がのおそれが'あります。 


変質な油•不純な油とは • 


巧シーズンより持ち越 
しのな';由 


Q 



長期間曰光にあたる巧や 
温度の高い巧に保管した 
な';由 


〇 



容器のふたび開けであつ 
たり、乳白色のポリ容器 
で保管したな';由 


Q 



水-ごみやな油ながの油 
がほんのわすかでち混入 
したな油 




水•ごみ’ガソリン- 
重ミ由-機械油 • 
でん/京ら油… 


♦極度に変質したをのは、黄色巧びかったり、すっぱいにおいびします。 
♦必すロミ由巧のポリタンクをお使いください。 

♦ロミ由はシーブン中に使いきりましよラ。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 


〇 



'灯'庙はめれたまま 



ガソリンはすぐ乾く 


■変質な油や不純な油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

参油の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因になります。 
参かやごみび送';由経路巧に流れこみ、燃焼不良や着乂不良の原因になります。 

■変質灯油や不純灯油を使用したときは… 

参お買い求めの販売店または、おおくのコ □ ナお客様ご相談窓□にご連総ください。 


♦変質のミ由、不純な';をが'原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の対象外と 
なります。 

参変質なミ由の処理でお困りの場合は、の'庙をお買いずめの販売店にご相談<ださい。 
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•[么を意]給ミ由は必ず消义しでから乂の気のないところでおこなつでください。乂災のおそれびあります。 


給油の手順とを意 


1. 油タンクの送油バルブを 
閉じる 



2. 給な□ふたをがし給なする 

参市販の給;'由ポンプなどを使巧しで、 

ミ由量計を見なびらお;'由しでください。 
参;'由量計の針び「満 J をさしたら、系含 
ミ由をやめでください。 

参給;'由び終わりましたら、おミ由□にあ 
るろ網を取り出しで水やごみを捨て 
でください。 




参給';由の際に、化-ごみなどを入れないよラにミ主意しでください。 

化-ごみなどは燃焼不良やス I -ーフ'の寿命ほ下などの原因になります。 


灯油びなくなると… 


♦ご使用中、ミ由タンク内のな';由びなくなると、デジタル表示部に|~1 打 I 、 [ fS ' I またはび表示され消乂 
します。 



♦ミちタンクは、空にしないよラ注意してください。 

♦巧';由びなくなりデジタル表示部に f 表示び出た場合は、お';由をち'油経路内の空気巧きび必要となります。 


♦空気巧き後の再点乂時に振動する場合びありますび、異常ではありません。 


ノ 


送油経路内の空気巧さ 


♦初めで使用するときやミ由切れでデジタル表示部に f 表示び出た場台は、ミ由タンクに給ミ由した後に、送';由バ 
ルブを開き空気抜きをおこなつでください。 



3. 空気巧さ巧ねじを締める 

♦空気び抜けオイルフィルターの中じな';由び満たされたら、空気巧き用ねじを締めでください。 
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点义前の準備と確認 

r 定油面器のセット（初めて使用するとをや、シーズン初めに使用する場合) 


•定巧面器リ它ットボタンを巧す 


♦ス I -ーブち側面点検用ふたのな巧の中に指を入れ、定ミ由面器 
I 」じットボタン（ホ勘を軽く巧し下げでください。 


参リ它ットボタンはおはけ時や、シーズン初めに操作します。 
定ミ由面器に強い衝撃をちえたり異常びあったとき]^外は、特 
に操たする必要はありません。 

巧一着义しなかったり、着义後2〜3分で消乂しでしまラ場 
合は、 I 」它ットボタンを巧しでください。 

(安を巧が外れ、なミ由びスムーズに流れます。） 


♦ストーブの据巧け時や長時間放置した後は、この I 」じットボ 
タンの下側にあるスペーサを抜き出しでから I 」じツトボタン 
を一番下まで1〜2度押しでください。 


参ロミ由流 7 V □のゴム巧の固着び外れでな';由がスムーズに流れま 
す。長時間押しつブけると定ミ由面器よりミ由びあふれますので 
ミち意しでください。 




♦スペーサは必ずちとどおりに取り巧けでください。 

pi 巧18の!》が编» 

参 I 么汪意1 ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接台部および機器など 
から'庙漏れびないことを確認の上、ご使巧ください。 

♦ミ由漏れのあるときは使苗を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じ 
でから、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 



| ii 贿" 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

電源ブラグの巧き差しは、必ずブラグを持つでおこなつでください。 
ほこりなどの付着びないか、ときどき点檢-清掃しでください。 


A 注意 


A 注意 


A 注意 



ま意1 電源プラグ-コードの発熱-発义を防ぐために ••• 

♦電源は、必ず適正配線された単相 100 V のコン它ントを使用しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

V,_ J 



給排気筒接続部の確認 


•[么警告 I 給排気筒（管•ホース）びがれたまま使巧しないでください。 
がれでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 
































































画使用方法 




1. 油タンクの送油バルブを開く 2. 運輯スイッチを巧す 



♦室温び設定温度よりおいときは運乾ランプび点滅し予熱をおこ 
ないます。 

参約90秒〜120秒後に予熱び完3し、自動点乂します。 

このとき運転ランプび点なじ変わり、燃焼ランプび点なします。 
参点乂しでストーフ巧び暖まり、約90秒後に温風び出ます。 


運転 lJj " 

k 


燃焼口 

予熱完了後\ 

ランプ点な 

へ 、 

(約90〜120秒粉〉 

運転口 


自動点乂 / 



_ 

燃焼 ！！□ 


♦点义時、放電音と同時に着义音を発しますび、異萬ではありません。 

♦室温び設定温度より高いときは運乾ランプび点灯し、点义動作はおこないません。室温調節をおこなってください。 
(厮 9 ページ） 

参ネリめで使巧される場合やオイルフイルターの空気なきをおこなった直後の点乂では、一度で着乂しな 
いことが'あります。このよラなとさは、運転スイッチを巧しちどし、再度点乂操作をしでください。 

参ネリ使巧時はストーブの防鐘';由や耐熱蛋料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。 

窓をあけで部屋の換気をしでください。 

参列気温びほくなると、給が気筒トップから連続的に白煙び出ることびあります。これはがガス中に含 
まれでいる水分び凝結しで化蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

\_ ) 


ち目細 

♦温度調節ボタンを巧す 


♦ (◄做 I 高 ►) を押しで希望の設定温度に台わせでください。 


/ 

参 1 高 ►) を 1 回巧すと現在の 

温度調節 


\ 

設定温度を表示し、さらに 


つ / 



1 回押すと 1 で上びります。 


C / 

で 


押しつブけると連続しで切 




り替わります。 

◄お 高 ► 



% 

_ J 


• (ィ做 を1回押すと現在の 
設定温度を表示し、さらに 
1回押すと1で下びります。 
押しつブけると連続しで切 
り替わります。 


温度調節 

to 
i J c 


◄低 高 ► 


か 

J 


参ス 1 ブ内部のルーム t 
ます。 

参未它ットの場合、設定ミ占 
•設定温度は、 5 でから 3 
参室温び設定温度より約 
室温を調節します。 

参設定温度び 3 日でのとき 
連続強燃焼(表示 H 1 

ナーモ它ンサーにより、設定温度に脑じで自動的に义力調節および、它ーブ消义をおこない 

量度は自動的に 20 でに它ットされでいます。 

5 でまでの範囲で它ットできます。 

1で上びると自動的に消义（它ーブ消乂）し、設定温度まで下びると自動的に再点义しで 

局 ►) を 1口 巧す庫続弱燃焼（ま示しコ）に它ットされ、さらに高 ►) を 1回 巧すと 
) に它ットされます。このとき它ーブ消义はおこないません。 

参 停電びあった場合でも、 1 分な巧の停電であれば再它ットする必要はありません。 

参 室内温度表示は、ルームサーモ它ンサー周巧の温度を感知しで表示するので、お部屋の温度計とは 
数値び一致しないことびあります。 


•青い炎の中に、しバらかの黄色い炎啸义）び混じつでいでも、異常ではありません。 

V _ J 














































































p 巧 r 師目樹 f 

♦風向はオートルーバーにより自動的に左ちに動きます。またブリルじより上下ち向に調節できます。 



户も|因の厕11» 

♦グリルを動かす 

♦ブリルの左ちを持ち、上下に動かしでお好みの方向に台わせで 
ください。 


参グリルの調節はストーブび停止しで、ちえでいるとき 
におこなつでください。 





♦運括スイツチを巧しをどす 

♦運転ランプ、燃焼ランプび消なします。 

♦燃焼室びち却するまで燃焼用-巧流用送風機は、運転を継続します。 

♦約6分後に燃焼室びち却され、燃焼用-巧流巧送風機び自動的に停止します。 


• I 么ま意]長期間使巧しない場台は、燃焼巧-対流巧送風機び停止しでから、電源プラヴをコン 
じントから巧いでください。 

参が出するときは、必す消乂しでください。 

参消乂操作後、温風び出でいる間は、絶対に電源プラグを巧かないでください。 

ちしなさますと、のぞさ窓び'すすでくちったり、ストーフめ表面温度が'上昇します。 

\ _ ) 


運転口 
燃焼 □ 




タイマーの使用方法 


現在時刻の合わせかた 


I.切換スイッチを「時計させ J の位置にする 


時計合せ 
時計 
タイ7-合せ 



2. 時刻をさわせる 


時計/タィマー 


参 阔の ►： ) ボタンを巧しで、デジタル表示部の時刻を含わせ 
で < ださい。 

♦ボタンを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 

♦時刻を合わせるときは 、 AM (午前）と PM (午後）をまちびそ 
ないよラを意してください。 


AM 

PM 

//? 

〇 

〇 

[にし 


(時)時計調節(分） 




3.切換スイッチを「時計 J の位置にする 

♦これでじツト完3です。 


>現在時刻它ットをは、切換スイッチを必ず「時計」の位置に合わ 
せでください。「時計合せ」の位置では時計は止まったままにな 
ります。 

>未じットの場合、現を時刻は 


時計合せ 
時計 ■ 
タイ7-合せ 




をち术します。 
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タイマー時刻の合わせかた 


1.切換スイッチを「タイマーさせ J の位置にする 

♦現在時刻の台わせかたと同様じしで希望のタイマー時刻に合わせ 
でください。ぺージ） 


参タイ7— 時刻は、1度它ツトすれば記憶されます。 

参未它ットの場合、タイマー時刻は自動的に AM 8:00 に它ットされでい 
ます。 


2.切換スイッチを「時計 J の位置にする 



参タイマー時刻它ット後は、 fc リ換スイッチを必ず「時計 J の位置に合わ 
せでください。 


時計合せ 
時計 
タイ7-合せ 


時計/タイ 7- 




時計合せ I 
時計-目 

タイ7-がじべへ 



タイマー運転（タイマー時刻げ24時間] U 内の場合) 


運乾^ 




1•運捉スイッチを巧す 


燃焼 □ 


♦運転ランプ、燃焼ランプが点灯します。 
♦ストーブ運輯中は必要ありません。 


2. ず約ボタンを巧す 

♦タイマーランプが点灯し、運転ランプ、燃焼ランプが 
消灯します。 

♦タイマー時刻に到達すると点火を開始します。 



タイマー運転 温度調節 _運転/厚止. 


口 + 1日口 

+ 2日口 。 C 


運転 □ 
燃焼 □ 


♦ず約ボタンを巧したときデジタル表示部（室温表示-設定 
温度表示）は消灯し、燃焼中であれば消火します。 


予約プラス ◄お 畐> 



プラスタイマー運転（タイマー時刻が24時間を超える場合) 


1. 運輯スイッチを押す 


燃焼 C 3 


♦運転ランス燃焼ランプび点なします。 


♦ス I ブ運転中は必要ありません。 





2. 予約ボタンを巧す 

参タイマーランプび点灯し、運転ランプ、燃焼ランプび 
消なします。 


タイマー運お 湿度調節 _運転/厚止1 


口 + 1日口 

+ 2日口で 


運をこ=1 
絕焼 HU 


参予約ボタンを押したときデジタル表示部（室温表示'設定 
温度表示）は消'灯し、燃焼中であれば、消乂します。 


3. プラスボタンを巧す 

♦プラスボタンを1回巧すと+1曰ランプび点灯し、 
タイマー它ツト時刻に24時間び如賃されます。 

参プラスボタンを2回押すと+ 2曰ランプび点灯し、 
タイマーじット時刻に4別寺間び如賃されます。 

♦タイマー時刻に到達すると点义を開始します。 


予約プラス イほ_ 





時計/タイ 7- タイ7-運転 


































































































せます。 



参プラスタイマー運転では、タイマー它ット時刻+48時間を超えで它ットはできません。 
つまり上記の例では、を曜日の朝8:00な前に它ットはできません。 


タイマー運転の解除 


♦予約ボタンを再度巧す 

♦タイマーランプび消灯し、タイマー運転び解除されます。 
♦運転ランプび点滅または点灯し、点乂をおこないます。 


♦このままであれば自動的に燃焼を開始します。 

停止する場合は、運輯スイツチを押しちどしでください。 




_運転/停止1 

運乾 mi — 
燃焼 ! ±r 




画安全装置 


このス I ''―ブには;夕のよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでも再度点义操作しなければ運転は停止したままです。 


r 安全装置 

原因•作動結果 

処置方法 '' 

巧震自動消义装置 

( 巧 I 表示） 

参地震(震度約己上)や強い衝撃 
を受けたとさは巧震自動消义装 
置が'作動しで白動的に消义しま 
す。 

参地震によって作動した場合、周囲の可燃物、機器 
の損傷、巧漏れ、お排気筒の外れなど異常びない 
ことを確認しでから再点义しでください。 

(作動後は、自動的にじットされます。） 

点乂まを装置 
炎監視装置 

(I ら？ H り HWI 表示） 

参ミ由切れ.点义=ス • 途中失义 • 
異常燃焼したとさに白動的に消 
义します。 

参「曰をの点検■ま入れ J 13〜16ページ)をし 

でから点义操作をしでください。 

処置しでち繰り返しエラー表示び出るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしで販売店に連給 
しでください。 

停電まを装置 

(I が辰示…再通電後） 

参停電や電源プラヴびコン t ント 
から巧けたときは、すべでの運 
転を停止します。 

参電源プラヴを確認しでください。 

参停電復帰(再通電)をデジタル表示部にら？び表 
示され、ストーブは運転しません。 

再度点义操作をしでください。 

過熱防止装置 

(表示部全消な） 

心 

参前フィルター’下フィルターや 
温風吹出□にほこり びつ まつで 
いる場合、自動的に消义します。 

参前フィルター-下フィルターや温風吹お□の掃除 
をしでから点义操作をしでください。 

(厮14 -16ぺージ） 

処置しでを繰り返し作動するとさは、一旦運転ス 
イッチを押しをどしで（消义しで）お買い巧めの 
販売店にご相談ください。 

ノ 
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因その他の装置 


r 装置の名称 

原因•作動結果 

処置方法 ^ 

排気管抜け検巧装置 

参排気管の接続部び外れたり、排気管 
巧け検知巧リード線び断線したとき 
には、まを装置が'作動し、エラー表 
示 f 日を表示し、白動的に消义し 
ます。 

参原因を調べ、処置を点义操作をしでくださ 

排気□キャップ 

参が気管巧け検巧装置にたよらす、 
給が気筒や延長管を月に1度は点 
検しでください。 


排気管振け 

‘模知刖-ド線，// で气ゾ 排気筒 




排気管巧け検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-断線びないか確認しでください。 

過電流防止装置 

(5 アンペア） 

(表示部全消な） 

参内部配線のショートにより過電流び 
流れると、自動的に消义します。 

参ショートの原因を取り除き、電流ヒューブ 
を交換しでから、ちラー度点义操作をしで 
ください。 


回日常の点が手入れ 

点検-字入れは、消乂後ス I -ーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 


参電気 部品の分おや巿販品との交換は絶対にしないでください。 
参 燃焼部の分おは絶対にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと) 


♦ r 么ま意 カーテンや燃えやすいちのを巧ブけないでください。义災び発をするおそれびあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使用ください。 

♦ I A ま 意 I '庙タンクやゴム製送'庙管-接台部および機器などからのな'庙漏れびないことを確認の上、ご 
使巧 < ださい。 

♦ミ由漏れがある場合は、お買い求めの販売店に修理をめ頼しでください。 


♦コ''ム製送ミ由管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

屋内でゴム製送ミ由管を使巧しでいるときは、までかし曲げで膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確認 
し、欠点びあるときは交換しでください。交換のめやすは、3年に一度です。 

V _ J 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


参[么警告 I 給排気筒(管-ホース)びがれたまま使巧しないでください。 

がれでいると運転中に排ガスび漏れで危検です。 

♦ I A 警告 I 給排気筒トップの园りび雪でふさびれたまま使巧しないでください。ふさびれでいるときは、 
除雪しでください。閉そくしでいると、運転中に排ガスび室内に漏れで危陵です。 

♦給が気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場台は、移動しでください。 

V _ J 
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給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （1 シーズン 1 〜 2 回） 


♦おが気筒びつまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、くもび巣をつくったり異物び 
入ったりしでいるときは、必ず掃除しでください。 

♦給が気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるときは、排気管 
の接続部巧部にはめこんである01」ンヴび破損しでいないか 
確力'めでください。破損しでいた場台は、お買い巧めの販売 
店に交換を依頼しでください。 


給排気筒 



メスオスエルボ 



0リンブ 
P 50 4種 D , 


ストーブ 
接続側 



油タンクの水抜き （ 1シーズン1〜2回) 


■別売 TC -40 K 形油タンクの場合 

♦ミ由タンク内にかびたまると、かグージのな';由とかの境巧面に 
ホ色の澤寺び淳き上びります。 

1. 思寺の点檢 

♦澤寺び淳き上びつでいたらか抜きをおこなつでください。 



2. 7火を巧< 

♦か抜きバルブの下に容器を置いで、？火抜きバルブをかしゆるめると 
ミ由タンク巧のかび出で、澤寺び;兜みます。 

かを抜いたらか巧きノリレブを固く締めでください。 

♦か巧き後は、由漏れびないか必ず確認しでください。 


参'油タンク内には、化やごみびたまりやすく、をくたまるとス 
トーブの方へ流れ出し、な';由の流れを妨げで十分な乂力び出な 
くなります。ときどき化グージの点検をおこなつでください。 
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オイルフイルターの掃除リシーズン 1 〜 2 回）お買し、巧めの販売店に依頼してくださし、。 


♦オイルフィルターにかやごみびたまった場台は、巧のよラに掃除をおこなつでください。 

1.巧タンクの送巧パルブを閉じる 


2.フィルターカップをがす 

参フィルターカップの下に';由到ブの容器を置いでください。 
♦フイルターカップを外し、水やごみを捨てでください。 


3. フイルターをがしきれいな灯なでがラ 

♦フイルターを外し、きれいなな';由ですすぎ洗いをしでく 
ださい。 


参絶巧に水でなわないでください。 



フィルター 
フィルターカップ 



4. フイルターとフイルターカップをたットする 

♦フイルターをちとどおりに組み込み、フイルターカップはミ由漏れびないよう確実に締め巧けでください。 
_ y 


定油面器ストレーナの掃除 （ 1シーズン1〜2刚お買しげめの販売店に依頼してくださし、。 


♦定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。かやごみびたまると、な';由の流れを妨げで、 
十分な乂力び出なくなります。シーズンの終わりには、なのよラに掃除しでください。 


1.巧タンクの送巧パルブを閉じる 


2. ち側面の点巧巧ふたを外す 


3. 定巧面器のストレーナの掃除□にはびきなどの厚 
紙を差しこんで巧ガイドを作り、その下に油受け 
の容器を置く 


4. ストレーナの止めねじとドレン用ねじをゆるめで 
がす 

♦定ミ由面器の';ちれたなミ由やごみび全部流れ出ます。 


5.ストレーナを取り出しで、きれいな灯油の中ですす 
ぎ洗いをする 

参絶巧に水でなわないでください。 




組なでるとさは 

♦ストレーナコ''ムパッキンと0リンブを忘れないよラにしでください。 
•ストレーナを逆に入れないでください。 

♦ストレーナの止めねじとドレン用ねじを、固く締め巧けでください。 
参ミ由漏れびないか確認しでください。 


15 










































温風の出□の掃除(週 1 回) 


♦本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい巧 
でふき取つでください。 

♦しつこいちれは中性なき略使用し、十分からぶきしてください。 

参ヴリル、ルーパーを曲げたり、変おさせないよラにミ主意しでく 
ださい。 



のぞき窓の透明度び悪くなつたとき… お買しげめの販売店に依頼してくださし、。 


♦のぞき窓の透明度び悪くなったときは、巧のよラに掃除しでください。 


1. 前パネル、遮熱板をがす 

2. のそき窓を止めでいるねじ2個を外す 

♦かしがを含ませた巧でのぞき窓をふいでください。 


♦ねじ部は常温になつでから外しでください。 

♦ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでください。 

参のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と交換しでください。 



熱交換器の点検 （ 1 シ ーズン1 〜 2回） お買いボめの販売店に依おしてください。 


♦熱交換器の内部にすすび異常じたまると、不完全燃焼の原因となります。 

♦異常燃焼(においびしたり、給が気筒から黒煙び出るよラなとき)びおこった場合には、バーナの点検とあわせで 
熱交換器の点検をお買いホめの販売店に依頼しでください。 

V_ 


地震などの災害び発生したときの点検 


地震などの災害び発ちし、機器に振動や衝撃び如わったときは、運転前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

♦給排気筒周0のかれ、漏れの巧認 
♦な巧配管からの漏れお認 

点検で異甫びみつかった場台は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 

v _ 


回定期点巧 

長巧間ご使巧にな0ますと、機器の点検び必要です。 

参2シーブンに1回程度、シーブン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理資 
格者〔(財）曰本扫ミ由燃焼機器な守協舍 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習合修3者（石';由機器技術管理 
±)など〕のいる店までお問い合せください。 


愛情点検 

長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんなを状は 
ありませんか 

•ミちちれびする。 

•強いにおいびする。 

•運転中に異常な音び'する。 

•その f 也の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必 
す販売店にご連絡ください。 
点検-修理についでのご費 
用など詳しいことは販売店 
にご相談ください。 
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圆 K 障•異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現をはが障ではありません。 

♦修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


' 現 象 

説 明 ' 

点义時 

消义時 

巧めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりなどび焼けるためです。しばらく窓をあけ 
て換気しでください。 

巧めで使用するときや、シーズンネリめの初使用 
時に1回で着义しない。 

点义しでち2〜3分で消'义しでしまラ。 

♦送ミ由経路内の空気抜きをしでください。 （1:^7 ページ） 

♦定ミ由面器リ它ットボタンを它ットしでください。 

( 原8ページ） 

運転スイツチを押すと運転ランプび点灯し、点 
义動作に入らない。 

設定温度より室温び高いので、自動的に它ーブ消义をおこな 
つでいます。設定温度を高くすると点义動たを開始します。 

燃焼開始時や消'义後に「ピチ-ピチ J といラ音 
がする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。異萬ではあり 
ません。 

点义しでもすぐ温風が出ない。 

不快な;ち風を出さないためで、本体巧部び暖まると温風び自 
動的に吹き出できます。 

消义しでち温風か'出でいる。 

本体内部び;ち却するまで送風を継続します。 

燃焼時 

炎の中にときどき黄色い炎（ホ义）び混じる。 

異清ではありません。 

その他 

給排気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温が1氏くなると、がガス中に含まれでいる水分が凝結し 
で水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。^ 


♦巧の表にちとブいで、ちラー度お確かめください。 

♦処置方るにより処置しでち良くならないときは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


尸 

原 因 

現 象 

運 
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処置ち法 

電源プラグびコン它ントに差しこまれでいない 

• 








• 

コンじントに確実に差しこむ 

悟電中である 

• 








• 

通電されるまで待つ 

巧震自動消义装置び巧動した 



参 







「地震などの災害が発をしたときの点横」 

の点検項目を確認し、運輯スイッチを押 
しなおし、再点乂する 

送油経路接続部がゆるんでいる 







参 

参 


販売店に修理を巧頼する 

ミ由タンクになミ由がない 


• 

参 







給ミ由する 

送ミ由経路巧に空気だまりがある 


• 

参 







送油経路巧の空気抜きをする 

定ミ由面器に水またはごみびたまっている 


• 

参 







ストレーナを外しで掃除する 

不良な油を使用しでいる 


• 



• 





良質のなミ由を使巧する 

送ミ由経路巧に水またはごみびたまっている 


• 

参 







送ミ由経路巧の水旅舌をする 
オイルフイルターの掃除をする 

排気管の配管び長い、巧がり箇所が多い 




• 






延長 3 m 、 ffl びり3箇所挡下にする 

給気ホースび外れでいる 






• 




確実に接続する 

給排気筒の先端がふさびれでいる 



参 

参 






おおつでレるちのを取り除く 

排気管の接続部にスキマびある 







• 



排気管の接続箇所を正しく取り付ける 

過熱防止装置 
の巧動 

前フィルター、下フィルター 
が目ブまりしでいる 

参 

参 

参 






• 

つイルターを外し掃除する 

温風吹出□びふさびれでレる 

• 

• 

参 






• 

障害物を取り除く 

排気管あけ検巧装置の作動 （ f 日表示） 


参 

参 







排気管の接続部および排気管あけ検巧田 
リード線の接続部のがれびないか点検 
し、外れでいたら正しく接続する 
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自己診断 モニター 


参デジタル表示部に t 表示されたときは、運転スイッチを巧しちどしでから、下記の処置をしでください。 


f 現象 

処置方法 ^ 

点义時および燃焼中に消义 

(ら？.り. P -, 表示） 

参;'由タンクにミ由び入っているか確認後、定ミ由面器のリじットボタン 
(ホ色）を軽く巧し下げでください。 

それから再度点义操作をしでください。 

巧震自動消义装置の作動 

心 （巧 表示） 

参巧震自動消义装置び作動し、運転を停止しました。 

参周囲の点検-確認後、点义操作をしでください。 


参燃烧 中に停電し、再通電しですぐに点乂操作をおこなラと E ' l び表示される場合びあります。 
この場合は再度点乂操作をしでください。 

参その他の f 表示や処置後を f 表示するときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

曲部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


不完をな修理、調整は危除ですので、部品の交換、調整び必要な場台には、お買いホめの販売店 
又は、修理資格者〔(財）曰本 S ' 庙燃焼機器保守協舍でおこなラ技術管理講習含修了客 (6' 庙機器技 
術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定< ださい。 


•純正部品凶がの部品をご使巧になりますと、性能び十分発揉できないばかりか、器具を損傷したり、思 
ねめ重なの原因となります。 


励呆管很顯巧用しない場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検•字入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1. 電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

参レ?^ま意 I 長期間使巧しないとぎは、電源プラヴを巧いでください。 


2. 前フイルター-下フイルター-温風の出□の掃除をしでください。 16ぺ-ジ) 


3. 巧タンクの送巧バルブを閉じでください。 


4. オイルフイルターと定巧面器内のな巧をすべで巧き取つでください。 ペ-ジ) 


5. 本化のごみやほこりを取り除いでください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6. 本体をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 

7. ストーブは振付けたまま保管しでください。 

♦温風吹出□などにほこりなどがたまらないよラにカパーなどをかけでください。 

♦どラしでち取り外しでな管されるときは、ポ I 」袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 
♦巧シーズンにおなけをおこなラときには、必ずお買いホめの販売店に化頼しでください。 

♦取扱説お書ち大切にな管しでください。 

\_ y 
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画仕様 


型なの呼び 

FFP -1809 A (冨本型式 FFP -1500 A ) 

種 類 

気化式-強制給が気お-強制巧流巧 

点义 方な 

高圧放電点义な 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J 吃1号な;'由） 

燃料消費量 

最大 

20.2 kW (1.96 L / h ) 

最小 

9.67 kW (0.94 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

72,600 kJ/h 

最小 

34,820 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最小 

87 .已 ％ 

暖房出力 

最大 

17.5 kW 

最小 

8.46 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造 72.5 rrf (44 置)まで 

コンク1」ート100.5 nrf (61 置)まで 

暮を地 

木 造 74. 5 rrf (45 置)まで 

コンクリート1 19.0 m ’(72 置)まで 

外 巧 ブ 法 

高さ1,790 mm 幅556 mm 奧行488 mm (置台を含む） 

質 量 

63均 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大880/89日 W 燃焼時157/180 W 

待機時消費電力 

2.8 W 

給排気筒の型なの呼び 

QU 49-2 

給が気筒の呼び径 

D 49 

お排気筒の壁質通部の孔径 

夺8己 mm 

が 気温 度 

260で!^下 

電流ヒューズ 

管おヒューズ己 A 

をを 装置 

巧震自動消义装置‘点义をを装置‘炎監視装置‘停電をを装置-過熱防止装置 

その1也の装置 

排気管巧け検巧装置-過電流防比装置 

巧属品 

置台1•コム製さミ由管(締巧金具2個な）1•給が気筒它ット1•ストッパーリンブ 2- 
スリーブ1.給気ホース1•締巧バンド2 •メスオスエルボ1.エルボカバー1 • 

本体固定金具2 ‘ 絶縁テープ1•木ねじ7 ‘ねじ1•ビニ帯(の) 2 ‘ 工事説明書1-取扱説明書！ 


標準適室は、な団ま人-曰本ガス石'油機器工業含の算定夏準によります。 
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標畐調節巧 
ジャン パー 線 g 



ち 




曲し 

巧霞有動 
: E 消义装置 


RC 電源 

〇 fcod ^ ooig . 


g 





燃焼巧を風お 


ポンプ 


JM 


巧流巧を風機 


ルーパモータ 
Iイブナイ タ 


点义プラグ 


バーナ送巧管 定油面器 


送ミ由バルブ 


油タンク 



1。。。。1 ^ ^ 
RC 强子 ■ C^SP 

12P 


を 


山， 


曲 



日 


電源 AC100V 
過熱防止サーモ 



配線図） 


〔度由織各図 


ノズル 


バーナじッ 



ア フターヴー ビス 


保証について 


>このコ□ナ密閱式石油ス I -ーブには保証書がついでいます。「お買いあげ曰■販売店咨」などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお憂けとりになり、大切に保管しでくださし、。 

>保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

>次のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象(こなりませんのでま意しでください。 

♦変質な油や不純なミをなど、またな油私外の燃料使用による故障や事故。 

♦誤った使用方法による故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


♦本書の「故障-異常の見分けちと処置ちる J ( 17 ' 18ページ）の頂にがっで調べでち良くならないときは、電源プラヴを巧い 
でお買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい巧容はなの通りです。 

•品奋 • お買いあげ曰 

•型なの呼び ♦故障が巧（できるだけ具化のに） 

• ご住所-ご氏各-お電話蛋有 

参修理に際しでは、保証書をご提示くださし、保証期間中であれば巧証書の規定にがって無料修理させでレただきまず。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店かおをくのコ□ナお客様ご相談窓□じお問い合わせください。 


■保証期間び過ざているとさは 

参お買い巧めの販売店じご相談ください。修理によって使用できる製品じついではお客様のご要望じより有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石ミ由ストーフ'の補修用 I 性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのり後7年です。 

■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時にミ由タンク、定ミ由面器巧になミ由び残ったままですと、傾きや振動で灯ミ由びこぼれることびありますので、必 
す抜さ取っでください。 


ヒュ—ス 5 A 
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画据付けが設 


据付け•移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご白身ではおこなわないでください。 

\_ J 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据付けについでは、义が予防条例、電気設備に関する技術畐華など法ちの畐準びあります。 

工事説明書の「特に';主意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、 
販売店または据付け業者とよくご相談ください。また、「標準据付け例」についでは、下図を参照しでく 
ださい。 


〔標斟居付け例） 



〈側面> 



•ただし、不燃物の場合でち、可燃物と同じ離隔跑離にしでください。 
V _ 


〈給排気筒の正面> 



f 給排気筒を延長ずる場合のま意 . 

I 1 

給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲がり必下で取り付けられる場所を選定しでください。 

^ ) 


積雪び多い地ちでは、積雪由 
また、風びよどむよラな場戸 

I 、 

きに給排気筒び雪でふさびれないよラな取付場所を還定しでください。 

斤では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 

) 


据付け後の確認 


据付けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にを意しでいたださたいこと（安全のために必す 
お守りください）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据付けられでいるか確認しでく 
ださい。 

V_ 
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mmm 

試運乾は、販売店または据巧け業者とごいつしょに必すおこなつでください。 

1 .運乾準備（恩=6〜8ぺ-ジ） 


の油タンクに給油し、送巧パ;'ルフ''を開ぎ、送巧経お巧の空気巧ぎをしてください。 

③ストーブ側面のか平器で、水平に設置されでいることをお認し、定巧面おのリ它ットボタンを程く 
巧し下げでください。 

③ ストーフ''の屋台の上やち;巧管の接続部に巧だまりや巧漏れびないか確かめてください。 

④ 運拓スイッチび〔停止〕になつているか巧認しでください。 

参運転スイッチを〔運転〕のまま電源プラグをコンじントに差しこむと、 [ W び表示されます。 
この場さは、一旦運転スイッチを巧しちどしでください 

⑤ 電源プラグをコン它ントに差しこんでください。 

• I A ミち意 I 電源プラグは、コンじントに根元まで確実に差しこんでください。 


2•運括 （屈=9〜10ぺ-ジ） 

①運拓スイツチを巧してください。 

参運転ランプが'点滅し、ろ熱をおこないます。 

参約90〜120秒後に点义し、運転ランプび点灯に変わり燃焼ランプび点なします。 
♦点义後約90秒後に巧流用送風機びまわり温風び出ます。 


巧めで使用するとぎは… 


参ストーブ巧の送;'由管にロミ由び満たされでいませんので、炎び立ち消えすることびあります。 

この場含は、一旦消义しでちめるのを待つでからちラー度点义しでください。 

参耐熱塗料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。窓を開けで部屋の換気をしでください。 


②運拓スイツチを押しちどしでください。 

参運転ランプ、燃焼ランプび消なし、消义します。 

参本体巧部が'冷却するまで送風を継続し、約6分後に停止します。 
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金 おる 店 
を巧サービス t ンター 
富山営業戸斤 
福抖営業所 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-32 
仙台市宮城野区曰ノ出の1 -7-31 
郡山巿畫田 1-51-9 
山お巿東青旧 3-6-28 
酒田市錦 ffi 了 1-183-1 


索京都北区豊富 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区皇島 8-4-8 
立 J II巿高松の 1-22-3 
松戸市高塚新田9己-日 
横お巿戸塚区原宿4 了目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西条2491 -2 
さいたま巧が区宮原の 1-674-2 
さいたま市が区富原の 1-674-2 
局崎巿問屋の西" 1-3-22 
宇都富巿梁瀬町2313 
太田巿高林東の2375 
水戸市苦原町 653-2 
つくば巿谷旧部 6788-1 9 


札幌巿白6区平和通16 了目南 1-1 9 〒〇 03-0028 

札幌巿白石区米里3祭 2T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館巿西ち梗0了 21 -2 干041 -0824 

姐川市東化川南1を2了目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広巿西18ま北1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

重川路巧巧園の 4-1 7 干 085-0038 

北見巿美ち ffl：r9-1-30 干090 -0064 


TEL(01 1)864-0440 (代表） 
TEU011)879-2121 (代表） 
TEU0138)48-6070( げ表） 
TEUOl 66)37-2330 (代表） 
TEL の 155)35-751 8(代表） 
TEU0154)24-41 91(げ表） 
TEUOl 57)26-21 03(げ表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX(011)871-2000 
FAX(0138)48-6080 
FAX(0166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX(0157)26-2107 


含ち屋巿熱田区桜田の 16-11 〒456-0004 

名ち屋巿熱田区お田の 16-1 1 干 456-0004 

静岡巿駿巧区冒松 2-15-30 〒422-8034 

岐章巿六を南 2-7-8 〒日 00-8358 

ま巿高茶屋 3-29-38 〒51 4-0819 

迈津市西巧路 888-1 〒41 0-0303 

の田巧南金田1 -8-47 干 564-0044 

の田巿南を田1 -8-47 干 564-0044 

畐松市ミま町1 -8-5 〒76日-0078 

京都巿伏見区巧田段ノりI原町 70-1 干61 2-841 4 

ネ串口巿西区枝吉 5-1 32 于 651-21 33 

彦根巿正ま寺の南出78 干 522-0024 

福知山市荒ミ可東町68 干62日-00目1 


TEL(052)746-6600( 代表） 
TEUO 日 2)746-6603( げ表） 
TEL(05 斗) 238-0005( 代表） 
TEL(0 己 8)268 — 75己5(代表） 
TEL(059)234-8471( げ表） 
TEL(055)968-6210( 巧表） 

TEL の目)目 380-21 1 U げ表） 
TEU06)6386-5670 (代表） 
TEU087)83 己一1711(巧表） 
TEL(075)643-2002( げ表） 
T 巨 L の 78)922-2431 (代表） 
TEL(0749)24-6239 (代表） 
TEU0773)22-0827( げ表） 


FAX(052)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)238-000 目 
FAX(058)268-7550 
FAX の 59)234-8472 
FAXC055)968-6212 

FAX の目)目38目一72目2 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643-0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


広島巿ま1左南区巧園 3-27-20 〒巧 1-01 38 

広島市安1を南区祇園 3-27-20 〒731-0138 

岡山巿辰己 35-1 03 〒700-0976 

米ろ市目女美の 235-1 干 683-003 己 

周南市徳山さーノ丹字己631 -4 〒74已 -0882 

福岡市博晏区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

福岡巿博多区東比恵 2-2-40 〒81 2-0007 

北九州巿ル詹化区愛若 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島巿田上 7-1 6-日 〒890-0034 

熊本巿尾ノ上1 - リ - 12 〒862-0913 

長崎県西彼许郡時津 ffl 了左原郷お旧 74-1 干851 -21 06 
宮崎市霧島 3-59-2 〒88日-0032 

大分巿 H1 左1 -19-7 干 870-01 08 


TE し (082)871—3310(1 ザ表） 
TEL(0S2)871-3315( げ表） 
TEU086)243-7751( げ表） 
TEU0859)33-8157( 代表） 
TEL(0834)22-5567 (代表） 

TEL(092)474 -己 77U 代表） 
TEU092)474 — 6001(代表） 
TE しの 93)592 —8611(代表） 
TE し (099)281—1 321 (It 表） 
TEL(096)367-73 目1(げ表） 
TEL(095)882-7710 (代表） 
TE し0985 )29— 1680(げ表） 
TEU097)523 -日161(げ表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX(086)243-7191 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX の 92M74 -日？7日 
FAX(092)474-6414 
FAX の 93)592-8 巨66 
FAX の 99)281-1252 
FAX(096)369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX の 97)523-51 62 


干030 -0946 TE し (017)742 —82已已表） 
干 030 -0946 TEUOl 7)743-2971( げ表） 
干 01 0-091 7 TEL(018)86 斗一5671 ( 代表） 
干 01 0—0802 TE し (018)86 斗一5219(イザ表） 
干 031 -0073 TEUCM 78)24-5289( げ表） 
干 031 -0073 TEL(0178)47-6609( 代勤 
干 03目-8086 TEL(01 72)28-391 0(げ表） 
干 036-8 日 86 TEUCM 72)26-4770( げ表） 
干 020 -0823 TEL(019)622—479U 代勤 

干 020 —0823 TE し (019)60 斗一0281(イザ表） 
干 023-0 日 02 TE し (0197)22 —41已已 (ft 表） 

干 983-003已 TE し (022)23 己一3181(イザ表） 
干 983-0 日3日 TEL(022)783-1 791 ( 巧表） 
干 963-8033 TEL(024)938— 2240(代表） 

干 990-2423 TEL(023)642-3255( げ表） 

干 998-0103 化1_(〇234)31-0已71(代表） 


Til 4-0003 TEU03)3927-1 151(代表） 

干 11 4-0003 TEL(03)3911-1131 (代勤 

干11 4-0003 TEL の 3)3927- 1152(代勤 
干 1 90-0011 TEL(042)51 9 — 5271 (代表） 

干 270-2222 TEU047)312 — 8330(げ表） 

干 245-0063 TEU045)852-4008( げ贵 

〒409-3866 TEL(055)268-1 567(げ勤 

干 331 -08 12 TEL(048)651-1 722(げ勤 

干 331 -08 12 TEL(048)651-1231 (代表） 

干 370-0007 TEU027)361 -4806(代勤 

干321 -0933 TEL(028)632-5105 (代勤 

干 373-0825 TEU0276)38— 6571(代表） 

干 31 0-0852 TEL(029)241—21 72(げ黃 

干 305-0861 TEU029)839-5325 (代表） 


干 955-0864 TEU0256)32-2126( げ黃 

干 955-0864 TEL(0256)32-2129( げ勤 

〒 950-0855 TEL(025)286-913U げ勤 
T 381-0022 TEL(026)221-51 11(代表） 

干 399-0033 TEU02 目 3)26-0051( げ贵 

〒目 20-0027 TEL(076)260-0 日67(げ表） 

干 92日-0027 TEU07 目) 260-0038( 代表） 
干 930-0985 TE しの 76)444—0567( げ表） 
干91 8-8237 TEL(0776)23-0 日67(げ贵 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743 -18 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)45-4290 
FAX(01 78)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX の 172)29-1133 
FAX(01 9)622-5244 
FAX (日 19)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX(022)236-8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX(024)938—3021 
FAX(023)642-3254 
FAX の 234)31-0581 

FAX の 3)3927-11 日 0 
FAX の 3)3927-1130 
FAX の 3)3927-1160 
FAX(042)528-2382 
FAX(047)31 2-8338 
FAX のが) 852-5540 
FAX(055)268-1569 
FAX の 48)651—6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX の 28)632-5205 
FAX の 276)38—5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


FAX の 256)35-8519 
FAX の 256)32-2137 
FAX の 2 己) 286-3313 
FAX の 26)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX(07 日) 2 目日一 077 己 
FAX の 76)260-0738 
FAX(076)444-061 1 
FAX の77目) 23-0 己80 


東北地区 


青 巧 云 店 
青森サービス它ンター 
秋田営業所 
秋旧サービス它ンター 
ノ、戸 営業所 
八ロサービス它ンター 
弓ム前営業所 
化前サービスじンター 
盛岡営業所 
盛岡サービスたンター 
水沢営業巧 


青森巧ち館1了目 12-38 
青巧市ち館1了目 12-38 
秋田市泉中央4 了目 4-1 8 
秋田巿外化川兰モ刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八戸市売巧4 了目 4-7 
化前巿田園1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡巿門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州市水お区かお工業団地4 了目79 


北海道地区 


沖縄地区 


ミ中縄営業 


P/T 宜野湾巿宇地泊738 

シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU098)897 -日677(げ表） FAX の 98)897-5679 


26098002 


あな-工場兰条巿東新保 7-7 于 955-8510 

す白崎工場柏崎市宝の '2 -日8 〒94日-日817 

長岡工場長岡市下条の詹ノ浦1069干 940-1 14目 


TEL (02 己目) 32 — 211 ] (大巧表） 
TEL (02 己7に3-日17日(巧表） 
TEL (0258)22-2121( げ表） 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をごお認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご転居やご贈普品などでお困りの場ちは、下記のおおくの窓□にご相談く 

ドさ,、 

各称、所在地、電話番号は、変更する場含がありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へど3ぞ 


コ□ナサービスセンター 
佩01 20-91 9-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等か5は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけぐださい。 
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日 

^別 
日 562 原 
巧巧呆 
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江島大 
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猫が東大を 
巿巧巿巿市 
条条漏野本 
|二|二新長松 


巧-巧所所 
業業 


じ養岩 
漏-東？ 民 
か潟野本 
を 

新 III 新長份 


5己 

J 日7 
TJTO 
1136 

町町 

新新の東 
西西み田 
訊駅田和 
市巿市市 
只只心耳 
患患富福 


店-巧巧巧 

夕 

- /^業業業 

養 

百営営 

台- 

サ山お内 

お 

仙仙郡山圧 


店-巧所所所所店巧巧所所巧巧 

まピ'業業業業業去^業業業業業 
ス 胃営営 

圏ビ営営営営営東ま営営営 

- 一」宮 ば 

都喔ぉ山某 i 関パ崎都田戸く 

首首東立千横甲北さ高宇太水つ 


巧一巧巧巧巧巧 

夕 

_と、^業業業業業 

看 

営営営営営 

幌一 

サ館 W に路見 

晃 

化札函化帯訓化 


店-巧巧巧巧 
夕 

を：^業業業 
ス 業 
屋ビ営営営 

古^岡草 W 百津 
ち 

名名静岐ま沼 


店-巧巧巧巧巧 
夕 

_こ、^業業業業業 
支じ う。 


!./」営営営営 
反 I Q 
""ヴ松都戸根日 

大大畐京神彦福 


店一所巧巧店-巧所所巧所所 

夕 夕 

，こ、^業業業こ、^業業業業業業 

ま如 ミ誓営 

ジ営営営 ジ 営営営営 

ヒ ヒ刊言 

島- 岡 I リ f 

サ山号山 サ化日。本崎崎か 

島 岡—ソ 

広広岡米徳福福北鹿熊長富大 
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